研究発表　意図された「誤読」――荻生徂徠の「水足氏父子詩巻序」の矛盾、そして朝鮮―― by 李 暁源























































































































































































































































































4  其後內弟僧香洲西游歸、迺謂彼中人士、近多彬彬焉、余猶且咈然疑之、及於五六年來、與藪 · 墨二
君相識、皆湛滛墳籍、翔泳南雅、其所著述、頗翩翩有致也。余始駭然異之。越客歲、文學水足君
者、迺价藪君、千里辱書問、請余言弁其詩卷、披之則携其兒郞、邀韓使浪華館中、與相酬和者也。
對壘文苑、旗鼓相當、賈勇爭勝、矯不肯下。余於是乎喟然嘆息久之。嗚乎、肥人之於韓、昔以武
爭、今則文爭、豈非世治亂之效也。
5  夫肥、自鬼將軍以虣威振于海表、而流風餘韻、被於邦俗。以余之所素聞、武藝相雄長、稱大師者何
限。今則否、昇平百年、加以憲廟右文之治。烝烝乎覃遐方、才者輩出、不讓中土。昔之爭也武夫、
今之爭也君子、曾謂斯卷不若高麗門乎。文學之選、譽重一邦、固無竢余論、而汗血之駒、駸駸日
－ 80 －
上、亦何以能定其所底止也。独以太大孺人之言猶在耳、而惟夫肥俗之所以丕變者、書以爲敍。
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＊討論要旨
　勝又基氏は、「水足氏父子詩巻序」の内容について、「文学の園において対陣し互角に渡りあい、勇気
を奮って勝ちを争い、勇ましくも負けることをよしとしなかった」としているが、徂徠としては打ち負
かしたという意味なのか、頑張ったというくらいの意味なのか、と質問した。発表者は、文禄・慶長の
役に喩えていることや『問槎畸賞』の内容、徂徠学派が朝鮮よりも文に関して優れていると考えていた
ことを踏まえると、勝っていると考えているのではないか、と回答した。勝又氏は、文を素直に読むと
打ち負かしたとまでは言えないのではないかと感じた、と述べた。但し、徂徠に優越感があったことは
確かであるし、熊本は朝鮮出兵と深い関わりがあるので戦いに準えた、という点は賛同しているとし
た。加えて、熊本の朱子学者にとって朝鮮通信使はアイドル的な存在であり、そこに駆けつけて、その
人々と応酬し、詩文を持ち帰ったというだけで凄いという雰囲気がまだこの時代にはあったのではない
かと指摘し、そう考えると、水足と徂徠とで意識が大分異なるのではないかと述べた。また、徂徠と水
足はそこまで親しくないと思われることから、序文を寄せる＝挨拶・お世辞的な要素もあるのでは、と
も指摘した。発表者は徂徠と水足屏山の関係性についてさほど詳しくないと断りつつ、屏山の息子と徂
徠の手紙のやりとりは『徂徠集』にも残っており、徂徠の影響も受けたのではないかと思われることか
ら仲が悪かったとも言い難い、と回答した。
　山下則子氏は、徂徠学派に対して、昨今、日本の近世の学会において着目され、高い評価を受けてい
る中、通信使を利用して自分たちの学派を伸ばしていったのだというのは興味深い視点である、と述べ
た。発表者は、利用したというのは悪い意味ではなく、徂徠の頭の良さや時代を読んでいることが窺
え、また、朝鮮通信使を過度にアイドル的に扱うことにも不満があり、そうした雰囲気も転換させた
かった意図もあったと考える、と回答した。『問槎畸賞』のように激しく批判したものは他になく、こ
れに関しても何らかの意図があったと思われる、と答えた。
　司会の河野貴美子氏は、『問槎畸賞』については執念を燃やして出版したということであったが、「水
足氏父子詩巻序」が付いた資料は写本しかなかったのか、出版に至らなかった理由はあるのか、と質問
した。発表者は、単独では出版されなかったが、1719年に林家によって出版された筆談集には一部収録
されている（但し序は入っていない）、と回答した。
